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本 章 で は 、 朱 鞠 内 湖 の 流 域 環 境 の 価 値 に 関 す る イ ン タ ビ 、 ュ ー 調 査 の 結 果 を 報 告 す る 。
前 章 で 報 告 し た 関 心 事 調 査 で は 、 定 型 の 質 問 票 を 用 い て 人 々 の 流 域 環 境 に 対 す る 関 心
を 明 ら か に す る こ と を 試 み た 。 こ の イ ン タ ビ ュ ー 調 査 で は 、 朱 鞠 内 湖 周 辺 の 流 域 環 境
と か か わ り が 深 い 住 民 に イ ン タ ビ 、 ュ ー を し 、 比 較 的 自 由 に 朱 鞠 内 湖 の 流 域 環 境 に つ い
て 話 し て い た だ き 、 そ こ に 現 れ る 環 境 価 値 の 言 説 を 、 利 用 価 値 一 非 利 用 価 値 の 枠 組 み
か ら 分 析 し た 。 分 析 の 結 果 、 環 境 価 値 が 由 来 す る 人 間 一 自 然 関 係 に は 、 相 互 作 用 的 関
係 と 相 互 浸 透 的 関 係 の 2 通 り の あ り 方 が あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。
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E 朱 鞠 内 湖 の 周 辺 環 境 の 価 値 に 関 す る イ ン タ ビ ‘ュ ー 調 査
1  . 調 査 概 要
イ ン タ ビ ュ ー 調 査 は 、 2 0 0 6 年 9 月 上 旬 に 実 施 し た 。 イ ン タ ビ ュ ー 実 施 に あ た っ た の
は 、 永 田 素 彦 、 錦 木 孝 介 、 大 川 智 船 で あ る 。 調 査 対 象 地 域 は 、 幌 加 内 町 の 3 集 落 ( 朱
鞠 内 、 母 子 里 、 幌 加 内 ) で あ る 。 調 査 協 力 者 は 、 朱 鞠 内 湖 周 辺 の 流 域 環 境 と 関 わ り が
深 い 職 業 に 従 事 し て い る 17 名 で 、 主 に 、 前 章 の 「 朱 鞠 内 湖 周 辺 環 境 に つ い て の 関 心 事
調 査 J に 協 力 い た だ い た 方 に 再 度 協 力 を 依 頼 し た 。 職 業 内 訳 は 、 次 の 通 り で あ る 。 農
業 4 名 ( 元 農 業 1 名 ) 、 北 大 技 官 3 名 ( 元 技 官 1 名 ) 、 農 業 団 体 2 名 、 酪 農 2 名 、 漁 業
組 合 1 名 、 北 大 事 務 1 名 、 小 学 校 教 員 1 名 、 役 場 2 名 、 観 光 業 1 名 。 イ ン タ ビ ュ ー は 、
半 構 造 化 面 接 法 に よ り 実 施 し た 。 一 人 当 た り の 所 用 時 間 は 、 3 0 分 " '1 時 間 程 度 で あ っ
た 。 イ ン タ ビ ュ ー は 協 力 者 の 許 可 を 得 て 録 音 し 、 ト ラ ン ス ク リ プ ト を 作 成 し た 。
イ ン タ ビ ュ ー で は 、 2 0 0 5 年 に 実 施 し た 関 心 事 調 査 で 「 水 質 」 へ の 関 心 が 高 か か っ た
こ と を ふ ま え て 、 特 に 、 川 や 湖 の 汚 染 や 、 環 境 の 変 化 を 中 心 に 質 問 し た 。 朱 鞠 内 湖 の
流 域 環 境 と 仕 事 や 生 活 の 関 わ り に つ い て も 詳 し く 尋 ね た 。 具 体 的 に は 、 次 の よ う な 質
問 を 用 意 し 、 イ ン タ ビ ュ ー の 流 れ に 応 じ て 適 宜 質 問 し た 。 ① 朱 鞠 内 湖 周 辺 の 自 然 へ の
関 心 と し て 、 環 境 汚 染 ( 特 に 川 ・ 湖 ) に 関 心 は あ る か 、 現 在 川 ・ 湖 の 汚 染 が あ る か 、
昔 に 比 べ て ど う か 、 汚 染 の 原 因 は 何 か 、 ど ん な 対 策 が 考 え ら れ る か 、 汚 染 が 仕 事 や 日
常 生 活 へ 影 響 を 与 え て い る か 、 生 態 系 に 変 化 は あ る か 、 あ る 場 合 は そ の 変 化 に 対 し て
ど の よ う に 感 じ る か 、 な ど を 尋 ね た 。 ② 自 分 の 仕 事 や 業 界 の 課 題 、 仕 事 や 日 常 生 活 と
朱 鞠 内 湖 の 流 域 環 境 と の 関 わ り を 、 ① と は 特 に 関 連 さ せ ず 、 自 由 に 話 し て も ら っ た 。
そ の 他 、 主 な 地 球 環 境 問 題 へ の 関 心 や 、 そ の 仕 事 や 日 常 生 活 へ の 影 響 に つ い て も 尋 ね
た。
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2.インタビ、ユー結果
(1 )流域環境の変化
インタビュー回答者の多くが、身近な環境である川や湖の汚染に対して広い意味で
関心を持っていた。汚染に 「関心がある」と答えた人は 17名中 11名、 「なし、」と答え
た人は l名で、あった。周辺の川・湖の汚染については、 川、湖のそれぞれで 17名中7
名が汚れていると感じていて、5名は汚れを感じていなかった。
また、川・湖の変化については、川で 17名中6名が、湖で 17名中3名が 「昔と比
べて変化したJと述べていた。湖に関しては、大昔に比べれば汚れたが、ここ数年は
改善されてきたという意見があった。また、同じ場所についてでも、 個人で認識が異
なることもあった。これについて、回答者が比較対象とする過去の姿が人によって異
なることを、ある程度考慮する必要がある。変化に関する発話は、例えば次のような
ものである。
「相当昔から比べたら 1回は改善されたと思います。1回昔は相当 (木を)切っ
てますんで、そんときは相当 ()1が)汚れた面とか、 (材木を)運搬するの仁川
を変えたりしたときもあるんですけど、それから見たら少しは良くなっていると
は思うんです。一方で、開発道路とか色々できてる関係がありまして、どうして
もこう川に橋を架けたりしますと、水が濁るという現象が今でも続いて、一つの
大きな河川では魚が非常に少なくなってきてると思います。J(農業団体、Nさん)
変化については、わからないという意見も多かった。
「今、全然見ないから具体的には分からないですねえ。J(大学事務、 Oさん)
「どうなのかな。昔がどんな状況かもわかんないんで比較があまりできないんで
すよね。どう変わったとかは正直あまりわかんないんで。さほど変わってないの
かもしれないですし。だけど、見た感じは変わって無くても中身が、成分表みた
いなものが変わっているのかもしれないし。魚が生息しにくくなってきていると
か。J(観光業、 Kさん)
汚染の原因は何だと思うかをたずねたところ、最も多くあげられたのが森林伐採で
あった。農地開発のために森の木を切りすぎて保水力が低下し、その結果、泥水が河
) 11へ流入するようになった、というものである。例えば次のような発話があった。
「北海道は農業もあるけど、本来林業の国でもあるんです。今は、こうみて草木
がすごくあるように感じるんだけど、かなり伐採されちゃって、 (伐採の影響が)
河川の汚れなんかに凄く出てます。(中略)それはなぜかというと、根を張って
ないものはすぐ山が崩れちゃって、泥が流出しちゃう。(中略)木はないからど
うしても。川が汚れちゃうし、保水力がない。環境でこれから一番大事なのは、
木がなくなった分だけ土砂崩れが起きたり (するのを防ぐこと)。本来は雨が降
っても草木による保水力(があるから大丈夫なのだが)。今、農水が言ってる農
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表 2-1 Q. 川 や 湖 の 汚 染 に 関 心 は
あ る か
表 2-3 Q. )1 や 湖 は 昔 と 比 べ て
変 化 し た と 思 う か
)1 1  湖
変 化 し た 6  3  
変 化 し て い な い
2  
わ か ら な い
4  2  
表 2 - 2 Q. 川 や 湖 は 汚 染 さ れ て い
る と 思 う か
汚 れ て い る
汚 れ て い な い I 5  
表 2 - 4 Q. 汚 染 の 原 因 は 何 だ と 思
う か
森 林 伐 採 8  
河 川 改 修
4  
牛 の 糞 原 3  
農 業 2  
家 庭 排 水
2  
観 光 客
ダ ム
地 保 全 な ん て 言 葉 が で て る け ど 、 短 時 間 で 降 る 雨 を 蓄 え る 機 能 が 田 舎 に は な く な
っ て る 。 そ れ が 一 番 町 に 影 響 し ち ゃ う 。 J ( 農 業 、 N さ ん )
さ ら に 、 川 や 湖 の 汚 染 が 、 仕 事 や 日 常 生 活 に 影 響 を 及 ぼ し て い る か を た ず ね た 。 ま
ず 、 仕 事 に つ い て は 、 「 影 響 が あ る 」 と 「影 響 が な し リ が ほ ぼ 半 分 だ 、 っ た 。 前 者 の 例 を
挙 げ る と 、 漁 業 関 係 者 か ら は 「魚 が 減 っ て 収 入 に 影 響 す る 」 、 農 業 関 係 者 か ら は 「 農 作
物 へ 影 響 す る J、 役 場 や 観 光 業 か ら は 「 観 光 に 影 響 す る 」 と の 回 答 が あ っ た 。 発 話 例 を 、
以 下 に 示 す 。
「 直 接 的 に や っ ぱ り 収 入 に 響 い て く る で し ょ う し 、 魚 の 減 る 原 因 に な れ ば 直 接 的
に 減 り ま す か ら 。 J ( 漁 業 、 N さ ん )
「 た ま た ま 僕 ら 農 業 関 係 に 勤 め て ま す の で 、 で す か ら 水 稲 作 付 面 積 は 、 水 が も う 、
非 常 に 重 要 も の に な っ て ま す ん で ね 。 や は り 汚 れ た 水 を 水 田 に 引 き 込 ん だ ら ね 、
や っ ぱ り ね 作 物 に も 影 響 出 て き ま す よ ね 。 J ( 農 業 団 体 、 K さ ん )
「 要 は 、 観 光 業 な ん で 宣 伝 す る 立 場 か ら し て み れ ば 、 そ こ ( 観 光 ) に 響 い て く る
と 。 で 、 き れ い な 町 ほ ろ か な い と い う こ と に は な ら な い の か な と 。 で 、 観 光 客 に
も う ち の 川 に 比 べ て 汚 い ね っ て 言 わ れ る の も ま ず い と 。 だ か ら き れ い に 越 し た こ
と は な い な っ て 言 う 感 じ で す ね 。 湖 に し て も 。 見 た 感 じ 汚 か っ た ら 観 光 に は 全 然
繋 が ら な い ん で 、 そ う い う 面 で は 仕 事 上 に 響 き ま す ね 。 逆 に 宣 伝 が で き な い 。 J (観
光 業 、 K さ ん )
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こういった発話からは、職業によって、同じり1のきれいさJでも、望ましさの程
度や質が異なることが分かる。つまり、漁業の Nさんは魚が棲めるレベル、農業の K
さんは作物が育つレベル、観光の Kさんは見た目に不快を感じないレベルを望んで、い
る。
次に、日常生活への影響については、主に朱鞠内湖の周辺に住む人が「飲み水J、「洪
水Jへの影響と回答した。しかし、回答者の多くは「影響は無しリと回答した。
「この辺の川も、そんな状態(汚染)になって飲み水影響あるようだったらやだ
な一、とか。子供もいるので、飲んだ水によっていざ次の子供を生むとなったと
き変なことになっちゃったらやだなーってところも。J(町役場、 Kさん)
「日常生活・-でもありますね。やっぱりしっかりしていないっていうのは、洪
水。私達はダム下に住んでいるものですから、洪水の関係とかでひょっとしたら
避難しないといけない場面もあったりですね。そういうのがやっぱりねえ、 5年
に1回くらいありますねえ。この辺が水浸しになって。まあこっちに結構余力は
あるんですけど、大きなダムあるんで。こっちのこの小さいダムにこの川の面積
なんですね。こっちのこの辺のちょっとの川なんですよ。おつきな川ってブト力
マぐらいなんですよ。本流っていうのは本当はこっちなんですけどね、こっちの
すごい大きなピッシリって山の水がものすごい量なんですよね。この小さなダム
で一応こっちに流してはいるんですけど、おいつかないんです、すぐ溜まっちゃ
うんですよね。しかもやっぱり、この土砂が流入しちゃって、すごくダムが浅く
なっちゃってすぐ水位が溜まっちゃうんですよ。で、大雨降ると当然こっちの方
ももうぎりぎりの警戒水域になってるんででここもパンクしそうだってポンと
あけちゃうんですよね、そうすると一気に水浸しになっちゃうんですね。だから
この辺の農家の人とか水ついたりそういうのが過去から何回かありますね。J(漁
業、 Nさん)
川や森の生態系の変化についてもたずねた。主な回答は、次のようなものである。
全体的に魚が減ってきている(特にきれいなところにすむ、ウグイ、カジカ、 ドジョ
ウ、フナ、サクラマス、イトウ、ヤマべなど)。その原因は農薬や河川改修や森林伐採
である。蛍、 トンボなどの虫や、ザリガニが減った。狩猟の禁止により シカ、クマが
増えた。
これらのインタピ、ュー結果から、多くの住民にとって、自然の色々な側面はそれぞ
れ独立した存在としてではなく 、有機的なつながりの一部として認識されていること
が示唆される。森林が伐採されると、山がだめになる ;山の保水力が低下すると、土
砂崩れがおこり、河川に泥が流入する・その結果、生物に影響が出る、というようつ
ながりである。 このことは、関心事調査とも一貫性がある。そこでも「朱鞠内湖周辺
の環境でなくなってほしくないもの」に対して「森全体」という回答が多かった。人々
にとって、森がなくなることと人間の生活は切っても切り離せない関係なのだろう。
以上簡単ではあるが、インタビューを通して住民の自然に対する態度、自らと自然
との関連づけの有り様をうかがし、知ることができた。特に、質的な調査の特徴を活か
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し 、 関 心 事 調 査 と は 違 っ た 面 か ら 環 境 に 対 峠 す る 人 々 に 焦 点 を 当 て る こ と が で き た 。
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(2)朱鞠内湖周辺の流域環境の価値
ここでは、インタビューの発話から、人々が朱鞠内湖の流域環境に対して感じて
いる価値とその背景を考えてし、く。まず、インタビューに現れた、人間と自然の関係
について、両者のトレードオフ関係に注目して整理する。次に、環境の価値を表明し
ていると考えられる言説を、インタビューの発話から抽出し、利用価値一非利用価値
の類型にそって分類する。環境の価値は、人間と自然のトレードオフ関係の前提とし
て存立していると考えることができる。最後に、人間と自然の関係には、相互作用的
関係と相互浸透的関係の 2通りのあり方があること、後者が前者に対してより基底的
であることを論じる。
i )人間と自然のトレードオフ
自然に対する人間の態度には、「自然に従うJr自然を利用するJr自然を征服するJ
の 3通りがある。統計数理研究所が 1953年以来 5年毎に実施している「日本人の国
民性調査jの結果を見ると、高度経済成長期には、「人聞が幸福になるためには、自然
を征服してゆかなければならなしリと「自然に従わなければならなしリがそれぞれ 2
""'3割を占めているが、80年代以降は「従属」が半数近くを占め、「征服Jは 1割以
下になっている。「自然を利用しなければならなしリは 3""'4害1]でほぼ一貫している。
要するに、自然に対する近年の主流の態度は、自然に従い、利用する、というもので
ある。このような態度のもとでは、自然は、人間活動による利用の対象であるととも
に、その人間活動に制約を課す存在でもある。自然の利用は、(一部の)人間に利益を
もたらすが、自然(と一部の人間)には損失を与える。したがって、人間活動と自然
のトレードオフ問題をどのようにとらえ解決していくかという問題は、自然に対する
態度として非常に重要である。インタビューにおいては、 4通りのトレードオフ関係
が表明された。
① 「人間の安全と自然」のトレードオフ . 自然に手を加えて整備することで人間の
安全を確保したいが、自然にかける負担を軽減しなくてはならないといったトレード
オフである。
「今、農業基盤整備事業とか色んな国や道の事業が入ってますよね。工法自体、
ずいぶん環境に配慮、した工法にはなってるんです。それをまだまだ進めてほしい
けれども、逆にそういった工法を取り入れることで経費がかさんでくる。(中略)
変な話..例えば洪水起きますよ。河川整備して、いわゆる原始河川を一直線にし
て河川改修を進めますよね。昔なら、三面工法でコンクリー卜で固めるんですけ
ど、今はそれ認められないんです。J(町役場、 Hさん)
② 「人間の生活と自然」のトレードオフ : 人間の生活は守りたいが、だからといっ
て自然の生態系などに人聞が関与して変化させてしまってもいけない、両者のバラン
スを維持しなければならない、といったトレードオフである。
「増えると一番困るのはシ力問題だね。シ力がものすごく増えて、その辺を走っ
てると思うけどね、見た目は全くかわいいけどそこら辺をみんな跳んで歩いてる
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か ら 。 も の す ご い シ 力 の 害 っ て い う の は 最 近 よ く 言 わ れ る ん だ け ど 。 こ こ ら 辺 も
も の す ご く 増 え て る か ら 、 か な り 駆 除 し て る ん だ ろ う け ど 、 で も 全 然 追 い つ か な
い よ な 。 ま 、 そ り ゃ 獲 っ て い い わ け じ ゃ な い ん だ よ 。 獲 っ て っ て い う か 、 な る べ
く 勝 手 に 棲 ん で く れ り ゃ い い ん だ け ど 、 た だ や っ ぱ り 農 地 ま で 来 て あ れ ( 荒 ら す )
す る っ て こ と は 、 農 家 の 人 や ら い ろ ん な 人 に 被 害 を こ う む る か ら 。 J ( 農 業 、 T さ
ん )
r( 動 物 に ) あ ん ま り 繁 殖 さ れ る と 、 自 然 に 、 逆 に 困 る 状 態 が 出 て く る 。 こ れ は
人 聞 が 自 分 た ち が 住 み や す い よ う に 勝 手 な 言 い 分 な の か も し れ な い で す け ど ね 。
動 物 に し て み れ ば ね 、 逆 に い い 迷 惑 な ん か も し れ な い 。 た だ 、 あ ん ま り 増 え る と
農 作 業 に も 影 響 が 出 て く る し 、 自 然 に 生 え て く る 木 ゃ な ん か に も 非 常 に 影 響 が 出
て く る と い う 実 態 が 見 ら れ ま す よ ね 。 J ( 農 業 団 体 、 K さ ん )
「 人 聞 が 伐 採 す る の と 、 道 路 と か 拡 大 で 全 部 整 地 し ち ゃ っ て 、 木 は 利 用 す る に し
ろ 面 積 を 減 ら し て い る か ら そ れ で 森 林 が な く な る と 。 あ と は 、 天 災 や 台 風 ゃ な ん
な り で 壊 さ れ る お そ れ も あ る 。 大 き く は 人 が 壊 し て る と 。 J (観 光 業 、 K さ ん )
③ 「 漁 業 と 自 然 J の ト レ ー ド オ フ : 漁 業 の 事 業 拡 大 と 自 然 の 問 の ト レ ー ド オ フ も 存
在 す る 。
「 や っ ぱ こ う い う 地 域 若 い 人 少 な い で す し 、 仕 事 の 場 所 を 作 っ て く 、 提 供 と い う
ん で す か 、 一 人 で は や っ ぱ り 大 変 な の で す べ て に お い て で す ね 。 で 、 そ う い う 若
い 人 た ち が 住 め る 場 所 、 仕 事 の 提 供 で き る よ う に 一 生 懸 命 努 力 す る っ て い う ん で
す か ね 、 事 業 拡 大 し て い く と 。 た だ 事 業 拡 大 し て い く 上 で も 、 湖 に 負 担 か け な い
よ う な 事 業 拡 大 な ん で す け ど 。 生 物 に 負 担 を か け な い よ う に 。 J ( 漁 業 、 N さ ん )
④ 「 農 業 と 自 然 』 の ト レ ー ド オ フ : 農 業 に も 、 漁 業 と 同 じ く 、 仕 事 と 自 然 の 聞 の ト
レ ー ド オ フ が あ る 。
r (昔 は ) 蛍 も た ま に は 出 て 来 ま し た し 。 蛍 こ そ 、 あ れ は 本 当 に 水 が き れ い で な
い と 全 然 住 め な い か ら 。 昔 は だ い た い 夜 に な っ た ら そ こ こ こ に 出 た け ど も 。 も う
今 は 本 当 に 限 ら れ た 場 所 に 行 か な い と 見 れ な く な っ た ね 。 あ と 、 ザ リ ガ 二 。 ザ リ
ガ ニ だ っ た ら そ こ ら 辺 の 沢 に 行 っ た ら 邪 魔 に な る ぐ ら い い た け ど も 。 ほ と ん ど 今
ザ リ ガ 二 な ら ほ と ん ど い な い す ね 。 だ け ど 何 か だ い ぶ 水 は き れ い に な っ た と は い
え 、 ま だ そ れ こ そ 農 薬 ゃ な ん か の 影 響 も あ る ん だ ろ う け ど ね 。 も と ( 原 因 ) は ・ ・ ・
今 は だ ん だ ん だ ん だ ん 環 境 に あ れ ( 厳 し く ) に な っ て き た か ら 、 い っ さ い そ う い
う の (農 薬 の 使 用 ) ・ ・ ま た 今 年 か ら さ ら に 厳 し く な っ て 農 薬 に 関 し て は ね 。 そ
こ ま で 我 々 に し て み れ ば そ こ ま で 厳 し く す る の か な っ て い う ぐ ら い 。 J (農 業 、 I.N.
さ ん )
「 環 境 汚 染 に よ っ て 、 自 分 ら の 生 活 が ど う の こ う の っ て の は 、 感 じ て な い け ど も 、
大 き く 見 て み る と そ う い う こ と ( 環 境 汚 染 ) が 起 こ っ て 厳 し く な る か ら ど ん な 農
地 の 利 用 の 仕 方 し た ら い い の か な っ て 。 あ る か な と 思 い ま す よ 。 農 業 は 栄 え て 田
ん ぼ も き れ い か も し れ な い け ど 、 そ う い う ( 農 薬 な ん か で 汚 染 さ れ た ) 環 境 で は
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まったく(自然にとって)逆効果かなって。J(酪農業、 Nさん)
i)自然の価値
i )で例示してきたような「人聞と自然のトレードオフ関係」は、自然に対して何
らかの価値が付与されていることを前提としている。自然に価値がなければ、自然に
配慮する必要など生じない。以下、人々が朱鞠内湖の環境にどのような価値を感じて
し、るのかを見ていこう。具体的には、環境の価値を表明していると考えられる言説を
抽出し、 I章の l節で説明した環境価値の類型(利用価値一非利用価値)に沿って分
類する。要点を繰り返しておけば、利用価値は、自然を直接 ・間接に利用することで
得られる価値、非利用価値は、自分を含む人々の利用とは無関係に、自然そのものが
もっている価値である。以下、利用価値を表している発話を①~③に例示する。次い
で④に非利用価値についての発話を例示する。
① 利用価値ー観光地としての価値: 利用価値は、仕事や生活と結び、ついた形で語
られることが多かった。 例えば、仕事との関わりで以下のよ うな発話がみられる。
「自然を売りにしてるので、木はあってあたりまえだが、もし木が無かったり減
ってるという考えだったら・・。動物たちの住みかが森林の減少とあわせて減る。
動物植物昆虫もあまり育たなくなってくるので、観光地として維持できなくなる。
ただの土地になっちゃう。J[言説 1J (観光業、 Kさん)
② 利用価値一土地利用によって生まれる価値: ただの土地では価値がない、人聞
が利用することで価値が生まれる、という考え方が、次の発話にもみられる。
「次の世代に、そういう(植林をするような)お金の使い方、国のお金の使い方
つてのはやっぱり必要かなと。でなかったら、荒地が出てさ、汚染は無いかもし
れないけども、なんちゅうの?有効的な土地の使い方ではなくなるかなって感じ
はするね。(中略)それが無かったらやっぱりただ田舎になって雑草と雑木、白
樺とかどうでもない木がたくさん生えてきちゃうかなって気するね。J[言説 2J
(酪農業、 Nさん)
③ 利用価値一人間の飲料水としての価値: より日常生活に関連した発話としては、
以下のようなものがあった。
「やっぱり、水道水が汚れたら、それはやっぱりきれいにして飲まなあかんから
厄介でないの。人間水がないと生きていけないから。J[言説 3J(漁業、 Sさん)
「この辺の川も、そんな(水が汚染された)状態になって飲み水影響あるようだ
ったらやだな一、とか。子供もいるので、飲んだ水によっていざ次の子供を生む
となったとき変なことになっちゃったらやだなーってところも。J[言説4J(町役
場、 Kさん)
④ 非利用価値: 非利用価値に関しては、利用価値とは言えないが、自然が持つ何ら
かの価値を表しているとみなすことが出来る発話を抽出した。いずれの発話も、さし
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あ た っ て 人 間 の 利 用 を 離 れ て 自 然 の 価 値 を 認 め て い る 点 で 、 利 用 価 値 と は 明 確 に 異 な
っ て い る 。 い く つ か 例 を 挙 げ る 。
「 や っ ぱ り 山 が 好 き 。 年 と る ご と に 自 然 の あ り が た み や 凄 さ は だ ん だ ん わ か り ま
す ね J [ 言 説 5J ( 町 役 場 、 H さ ん )
「 こ こ に は 石 狩 川 の 原 種 が い る ん で す よ 。 将 来 本 当 、 川 が よ く な れ ば 、 下 の 川 が
よ く な れ ば こ こ の 種 を 徐 々 に 下 に 流 し て い く の は 、 メ リ ッ ト と し て 一 つ の ス ト ッ
ク 場 所 と し て あ る の か な と い う 感 じ は し ま す け ど え ね 。 い い 方 で 考 え れ ば 。 J [言
説 6J ( 漁 業 、 N さ ん )
「 た ま に 実 家 に 帰 っ て み て 、 魚 い る か な ー っ て 眺 め て み て 、 い る わ け な い よ な ー
っ て い う さ み し さ は な い こ と は な い で す ね 。 J [ 言 説 7J ( 町 役 場 、 K さ ん )
「 手 塩 川 で は ね 、 子 ど も の 頃 に 泳 い だ り 本 当 に ち ょ っ と し た 浅 瀬 で は タ オ ル で ね
ド ジ ョ ウ す く っ た り ウ グ イ す く っ た り し て た ん で す よ 。 2 、 3 人 で こ う や っ て ・ -
遊 ん だ 記 憶 あ る け ど 今 で は ( 魚 が い な く な っ て ) ・ ・ ・ や っ ぱ り 寂 し い で す ね J [言
説 8J ( 教 員 、 T さ ん )
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3. 2つの「人間一自然」関係
以上、朱鞠内湖の自然環境に関するインタビ、ューからは、環境の利用価値や非利用
価値を表明すると考えられる言説を見てとることができた。さらに、人間活動と自然
の価値の聞に、 トレードオフ関係があることも表明されていた。
これらの言説は、人間一自然関係には2通りのあり方があることを示唆している。
その 2つのあり方を、相互作用的関係、相互浸透的関係と呼ぶことにしよう(図 2-1)。
相互作用的関係とは、人間と自然をそれぞれ独立自存するものとして捉え、その上
で両者が相互に影響を及ぼしあうような、人間一自然関係である。環境の利用価値は、
主体としての人聞が、対象としての自然の利用することによって得られる価値である。
したがって、利用価値は、相互作用的関係を前提として成立する価値であるといえる。
では、非利用価値についてはどうだろうか。非利用価値の中でも、前節の発話例[言説
5]、[言説 6]などにみられるような、内在的価値、本質的価値は、人間とは独立して
存在する自然に固有の価値が存在するとしている点で、相互作用的関係に立脚してい
るといえる。それに対して、発話例[言説 7]や[言説 8]の背後にある人間一自然関係は、
相互作用的関係とは異なり、人間と自然との境界がより暖昧で一体となっている印象
を受ける。このような、人間と自然が、互いに互いを規定する一つの全体として相互
に浸透しあうような関係を、相互浸透的関係とよぶ。桑子 (2005) の風景の知覚につ
いての次の文章は、相互浸透的関係のイメージをよく伝えている。「人間はいま目の前
に広がる風景だけを見ているのではない。たとえば、わたしは昔の?青流を知っている
ので、今の川の水の色を見れば、どれほど空間が貧しくなったかを想像することがで
きる。そのひとの履歴と空間に蓄積された空間の履歴との交差こそが風景を構築する
のである。Jrここでわたしは主観としての認識能力と客観としての世界が存在し、主
観が世界を知覚した像を風景だと言っているのではない。主観といい、客観というの
も、あるいは「わたし」といい、モノとか「世界Jというのも、風景に仕組まれた向
こう側とこちら側という構造から学ばれた文法的な存在である。風景から独立にわた
しと世界とが存在するわけではない。」このような人間と自然が揮然一体となった相で、
あらわれる環境の価値は、相互作用的関係に基づく明確な価値ではなく、価値として
存立する以前の感情、いわば、「価値以前的な価値Jである。非利用価値のうち、内在
的価値や本質的価値は相互作用的関係に基づくが、それ以外に、相互浸透的関係に由
来する、いわば「価値以前的な価値Jが存在することが示唆される。
最後に、相互作用的関係と相互浸透的関係との関連について考察しておこう。哲学
者 ・贋松渉 (1983; 1993)によれば、われわれの周囲にひろがる世界は、「意義的価値」
としての「実在的所与」が、「役柄的或者」としての「能為的誰某Jに現前する、とい
う四項的関係態をなしている。贋松のターミノロジーは難解なので、わかりやすく表
現すれば、ある環境(実在的所与・たとえば、湖)は、常に、何らかの価値(意義的
価値;たとえば、釣り人を楽しませてくれる癒しの場)を帯びたものとして、ある役
柄を担う者(役柄的或者・たとえば、湖の利用と管理に責任をもっ漁協の職員)とし
ての具体的な誰それさん(能為的誰某)に、認識や実践の対象として立ち現れる、と
いうことである。贋松の理論で最も重要なことは、この四項的関係態が成立してはじ
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図 2-1 相 互 作 用 的 関 係 ・ 相 互 浸 透 的 関 係 の イ メ ー ジ 図
主 体 = 人 間 対 象 = 自 然
図 2 - 2 慶 松 の 四 項 的 関 係 態
め て 各 項 が 意 味 を な す の で あ り 、 そ の 逆 で は な い ( ま ず 4 項 が 成 立 し て 、 し か る の ち
に 四 項 的 関 係 態 が 取 り 結 ぼ れ る 、 の で は な し 、 ) こ と で あ る 。 そ れ は 、 左 右 関 係 が 成
立 し て は じ め て 、 「 左 J や 「 右 J が 意 味 を も っ ( 左 右 関 係 を 前 提 と せ ず に 、 「 左 」 が 存
在 す る と 考 え る の は ナ ン セ ン ス で あ る ) こ と と 同 じ で あ る 。
わ れ わ れ は 日 常 的 に は 、 主 体 と し て の 個 人 ( 能 為 的 誰 某 ) 、 環 境 ( 実 在 的 所 与 ) 、 価
値 ( 意 義 的 価 値 ) が そ れ ぞ れ 独 立 自 存 し て お り 、 そ れ ら が 相 互 に 結 び つ い た り 影 響 を
与 え た り す る も の と し て 世 界 を 表 象 し て い る が 、 こ れ は 、 原 理 的 に は 、 あ た か も 「 左 」
と 「 右 」 が ま ず も っ て 存 在 し 、 そ の 上 で 「 左 右 関 係 J が 成 立 す る と い う よ う な 、 錯 覚
な の で あ る 。 こ の よ う に 、 本 来 は 関 係 態 と し て の み 存 立 す る 世 界 が 、 転 倒 し て 、 主 体
や モ ノ か ら な る 実 体 的 な 世 界 と し て み な さ れ る よ う に な る こ と を 、 物 象 化 ( 的 錯 認 )
とし 1 う 。
こ の 理 論 を ふ ま え る な ら ば 、 2 つ の 人 間 一 自 然 関 係 の う ち 、 相 互 浸 透 的 関 係 の 方 が
基 底 的 で あ る と い え る 。 つ ま り 、 人 間 一 自 然 関 係 は 、 本 来 的 に は 相 互 浸 透 的 な の だ が 、
物 象 化 の 帰 結 と し て 、 「 人 間 」 や 「 自 然 」 が 独 立 自 存 す る も の と み な さ れ る よ う に な り 、
相 互 作 用 関 係 に あ る も の と み な さ れ て い る の で あ る 。 自 然 を 利 用 す る 人 問 、 自 然 を 支
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配する人問、自然に従う人間といった、人間の自然に対する態度も、相互作用関係の
成立から派生する態度にほかならない。逆に言えば、相互作用的関係は、常に相互浸
透的関係をその基盤にしている。その意味では、相互作用的関係を前提とする利用価
値、内在的価値、本質的価値に対して、相互浸透的関係に由来する「価値以前的な価
値Jはより基底的であるといえる。
この価値以前的な価値は、明確に表明される価値と比べて議論の姐上にのせること
が難しいが、自然と人間の関わりを考え、環境の将来を描く際に、十分考慮する必要
があるだろう。
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